第２回農林水産部所管施設指定管理者選定委員会(議事録)　〔公開用〕
１　開会

○　進行
ただいまから、第２回岩手県農林水産部所管施設指定管理者選定委員会を開催いたします。
本日は、指定管理者の候補者選定の審査が行われますことから、本委員会は、「公にすることにより、当該申請を行った団体の競争上の地位その他正当な利益を害するおそれ」を防止するなど審査の公正を期するため、非公開といたしますので、よろしくお願いします。

なお、寺島委員については、都合により本日欠席となりますが、委員参加者３名で開催をさせていただきます。

それでは、以後の議事進行につきましては、『設置要綱』第５第３項の規定により木場委員長にお願いします。
２　議題

　　○　委員長

    　　それでは、議事に入ります。本日は、指定管理者の候補者の選定を行います。

　　　　まず、審査の方法等進め方について、事務局から説明してください。

○　事務局
　　  　（資料「指定管理者の候補者選定に係る委員会の進め方」、「進行表」により説明）
○　委員長

    　　本日の進め方等について事務局から説明がありましたが、この進め方でよろしいでしょうか。
　　　（異議なし）
　　それでは、事務局から説明のあった委員会の進め方と進行表により進めることとします。
【議題(1)】「森林公園（岩手県県民の森）の候補者の選定について」
○　委員長

それでは、議題の(1)「森林公園（岩手県県民の森）の候補者の選定について」でありますが、応募が１団体でありますが、審査の参考となるよう、プレゼンを行います。
　　　
　　　（申請者、入室）
○　事務局
　　　　「岩手県県民の森」の指定管理者の申請をした「公益社団法人　岩手県緑化推進委員会」
　でございます。
　　最初に、事務局から選定案について説明します。

○　事務局
　　　（資料により森林保全課説明）

　　引き続き、申請者による参考プレゼンをお願いします。
○　「公益社団法人　岩手県緑化推進委員会」

（参考プレゼンを実施）
○　委員長

　　　　ただ今から、質疑を行います。

質疑については、申請団体への質疑を中心としますが、施設を所管する森林保全課への質疑等も可とします。

何かありませんか。
○　委員
　　大変素晴らしい活動計画だと思います。
　　私の方からは、これまでの指定管理業務実施の中で、地元八幡平市からの、具体的な要望や連携内容について、どのようなことがあったのか教えていただきたい。
○　申請者

　　八幡平市及び八幡平市観光協会と連携し、今実際に行っているのは「秋の紅葉祭り」というイベントを実施しています。また、県民の森の場所ではありませんが「冬の雪祭り」も行っています。これからは、「春のさくら祭り」を一緒に行わないかと相談をしているところであり、来春には実現できるのではないかと考えています。
　　また、広報活動についても、八幡平市の広報誌に載せていただき、県民の森をＰＲしていただいています。八幡平市観光協会には、観光ガイドに県民の森を載せていただいたり、観光関係雑誌において県民の森を紹介させていただくなど、一緒になって実施しています。

○　委員
　　現在の指定管理業務が途中からの交代であったこと、さらに大震災があったにもかかわらず、Ｈ２３年度は過去最大の利用者を記録しており、施設の利用促進の面について、かなりご尽力いただいているものと敬意を表します。

　　利用促進の計画について、プレゼンの中で「県民の森　活用ツアー」というものがありますが、具体的な内容を教えていただきたい。

○　申請者

　　現在、地元ホテルや温泉組合と連携して、一つは「大山さくら観桜会」というものを実施しています。これは、車で来られない方を対象に、ホテルに盛岡駅からバスを出していただき、県民の森の中で、当方がガイドを務め花見等をしていただき、昼食や温泉をホテルで楽しんでもらうという内容で大変好評を得ています。

　　これと同じような内容で、今後は「紅葉ツアー」「ヒメボタルツアー」「滝めぐりツアー」などを考えております。
　　さらに、修学旅行生を対象として「自然体験修学ツアー」の企画を考えています。「大山さくら観桜会」は、県民の森が主体となって広報・募集を行い、ホテル側にお手伝いをいただくこととしていますが、この企画は、ホテル、宿泊施設側に主体性を持って集客をしていただき、より多くの方々に県民の森の豊かな自然を満喫していただきたいと考えています。

　　ちなみに、昨年度ですが、県外の修学旅行生が野外炊飯を行いたいとの要望をホテル側から相談され、県民の森の野外施設で実施してもらい、大変感謝されたことがありました。
○　委員
　　自然が豊かな環境というのは、裏を返せば自然にさらされているということであり、農業も水産業もそうですが、豪雨や台風など、これまで想像もしていなかった災害が続いている。
　　受託施設の昨今の被災等の状況はどのようなものか教えていただきたい。

○　申請者

　　Ｈ２２年の受託から、大きな自然災害はなかったと思っていますが、先般の台風１８号では被害がありました。

　　みんなの広場とういう施設にある水路が豪雨により洗掘されたり、多くの流木や土砂が流れ込むなどの被害がありました。また、山の法面崩落や、道路の洗掘などもありました。危険な箇所は立入禁止などの安全対策を実施しています。
　　なお、県の方では、岩手山火山対策として治山ダムを建設しております。
　　災害復旧については、県に被害報告を提出のうえ、その対応を協議しています。
○　委員

　　災害復旧等については、状況により経費が高額になる場合もあるので、指定管理の契約においては、委託者も受託者も疑義が生じないように注意を払ってください。

○　委員

　　隣接に国立公園があるが、環境省サイドと連携しているものはあるか。

○　申請者

　　特に行ってはいない。

○　委員

　　以前、鹿児島大学の実習生を受け入れて、国立公園に来た時があったが、入口が国立公園であり、帰り際に県民の森付近を通った。
　　国立公園と県民の森のお互いの施設で、お互いをＰＲすれば、相乗効果が生まれるのではないでしょうか。

○　申請者

　　県民の森のＰＲについては、今までの広報誌掲載やＨＰだけではなく、「県民の森利用ガイド」みたいなものを作成していきたいと考えており、国立公園とも連携を図っていきたいと思います。

○　委員

　　施設運営においては、安全とか清潔さが大事であり、計画書にも十分記載されていると感じています。また、災害等不測の事態に十分に備えるよう留意願いたい。

　　ＰＲに関してですが、ＨＰなどでＰＲしていますが、インターネット環境があるのであれば、利用者から、利用して良かったなどの情報発信をしていただき、より効果が上がるようにするのも一つの方法ではないかと考えます。当然、ネット環境が許せばの話ですが。
○　委員長

　　その他、質問、意見等ございませんか。

　　ないようですので、以上で説明を終了します。

「公益社団法人　岩手県緑化推進委員会」の皆さんは、退席されて結構です。

　
○　委員長
　　　　以上で、審査を終了します。

　　審査に係る講評についてですが、既にプレゼンと並行して記入をしていただいていると思いますが、ここで、５分程度時間を取りますので、ご意見等の記入をお願いします。

　先ほど、事務局から説明があったとおり、この講評は、この場で集約は行わず、今後の指定管理業務運営の参考とするためのものです。

なお、必要があれば、申請者への提言としてお知らせすることもありますので、ご了承願います。

　　○　委員長

　　　　特にご異議がなければ、「岩手県県民の森」の候補者を「公益社団法人　岩手県緑化推進委員会」とすることでよろしいでしょうか。

　　　　異議がありませんので、「岩手県県民の森」の候補者を「公益社団法人　岩手県緑化推進委員会」とすることで決定します。

【議題(2)】「種市漁港レクリエーション等施設、駐車場及び漁港環境整備施設の候補者の
選定について」
○　委員長
次に、議題の(2)「種市漁港レクリエーション等施設の候補者の選定について」に移ります。

当該施設については、非公募により指定管理者の候補者を選定することとしていたものです

候補者の選定案について、事務局から説明してください。

○　事務局
　　　（資料により漁港漁村課説明）

　　
　　○　委員長

　　　　ただいまの説明に対し、質問等はありませんか。

　　○　委員
　　　　フィッシャリーナとは、具体的にどのような施設なのでしょうか。
　　○　事務局
　　　　漁港内には原則漁船を置くこととなっているが、それと区分してプレジャーボートを係留保管する施設です。
　　　当該施設以外でも、指定漁港ではボートを係留することが可能です。
　○　委員

　　　利用促進についてですが、ボートの係留数は決まっているので、上限に達すれば、それ以上の利用促進は難しいのではないか。

　○　事務局
　　　ボート数についてはご指摘のとおりですが、隣接の休養施設や海浜公園と一体として様々なイベント等を行うことにより、レクリエーション施設の利用促進が図られるものと考えています。また、自販機設置などによる収入確保も見込まれます。
　○　委員

　　　水産物加工開発複合施設と海洋センターとはどんな施設ですか。

　○　事務局
　　　水産物加工開発複合施設は、震災以前からあった洋野町の体験施設を復旧するもので

あり、今回は水産物の直売施設も併設すると聞いています。
　海洋センターも震災前からあったものですが、ボートの陸置き施設です。

　○　委員
　　　夏休みに見学させていただきましたが、大変広々とした素晴らしい施設でした。ただ、どこが施設の区分なのかよくわかりませんでしたが。

　　　「岩手の北から復興していく」というモデルケースになるよう頑張っていただきたい。
○　委員長

　　　ほかに質問等がなければ、以上で審査を終了します。
　　　「種市漁港レクリエーション等施設、駐車場及び漁港環境整備施設」の指定管理者の候補者を「洋野町」とすることでよろしいでしょうか。

　　　　異議がありませんので、「種市漁港レクリエーション等施設、駐車場及び漁港環境整備施設」の指定管理者の候補者を「洋野町」とすることに決定します。

　　○　委員長
　　　本日審議しました「岩手県県民の森」及び「種市漁港レクリエーション等施設」の審査結果は、それぞれ、本日決定されたとおり公表することとします。

　
以上で、本日の議題となっております、指定管理者の候補者の選定の一切を終了します。議事の進行に御協力をいただき、ありがとうございました。

進行を事務局にお返しします。

　　○　進行
　　　長時間にわたり、大変ありがとうございました。

　　　　なお、今後のスケジュールは、配布資料のとおりですので、御参照願います。

　　　　
これをもちまして、第２回岩手県農林水産部所管施設指定管理者選定委員会を閉じ、

本年度の委員会審議の一切を終了します。
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